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学年：       氏名：                        

船橋市所蔵作品 特集① 

「椿貞雄と清川コレクション」 

椿貞雄《入江（伊豆風景）》1928（昭和 3）年 1月 7日 

油彩／キャンバス、54.0×76.0cm、船橋市（清川コレクション） 



 

船橋ゆかりの画家・椿
つばき

貞
さ だ

雄
お

（1896－1957） 

 椿は船橋で家族の姿や自宅の様子などを多く描きました。船橋観

光協会のポスターに描かれている少女たちも椿の娘たちでしょう。 

 椿は地元の人たちに絵を教え、千葉で展覧会を開くなど、千葉や

船橋の芸術や文化の発展に貢献しました。 

船橋小学校の先生になる 

船橋での椿貞雄 

師・岸田
き し だ

劉生
り ゅ う せ い

との出会い 

 1914（大正 3）年、画家を志して上京した椿は岸田劉生の個展を偶

然見て感動し、劉生に入門することを決意しました。この《自画像》は

劉生に見てもらうために描いた作品で、画家を目指す椿の決意が力

強く表現されています。 

 椿は船橋尋常高等小学校（現在の船橋小学校）の

図画の先生になったことをきっかけに船橋に移り

住み、この地で過ごしました。《赤富士図》は船橋小

学校の校長室に長い間飾られていた作品です。椿

が贈った富士山の絵は、皆に喜ばれました。 

 洋画家。1896（明治 29）年山形県米沢市生まれ。1914（大正 3）年、画家を志して上京した後、洋

画家の岸田劉生（1891-1929）を大変尊敬し、劉生の教えを受けつつ、一緒に行動しながら作品を

制作しました。1926（大正 15）年、船橋
ふ な ば し

尋常
じ ん じ ょ う

高等
こ う と う

小学校
し ょ う が っ こ う

（現在の船橋小学校）の図画の先生になった

ことをきっかけに船橋に住み始め、亡くなるまでの約 30 年間、この地で過ごしました。 

 椿貞雄は、油絵でモノをありのままに描く「写実」を追求します。陶磁器や果物などを本物そっくりに

描いた〈静物画〉や、富士山や長崎の〈風景画〉、自分の家族などを描いた〈肖像画〉などを残しました。 

また、椿の作品には紙に墨で描いた日本画もありますが、色をつけるときに日本画の画材である岩

絵具を使わず、水彩絵具を使ったところに彼の特徴があります。 

椿貞雄《自画像》1915（大正 4）年 1 月 9 日 

油彩／キャンバス、60.5×45.5cm、千葉県立美術館蔵 

椿貞雄《赤富士図》1940（昭和 15）年 

油彩／キャンバス、60.5×80.3、船橋市 

椿貞雄《船橋観光協会ポスター》 1938（昭和 13）年頃 

水彩・クレヨン・墨・鉛筆／紙、78.0×55.0、船橋市 



 

清川コレクションと地域ゆかりの画家 

 石井柏亭は大正・昭和時代に版画家・洋画家として活躍しました。 

祖父は現在の船橋市金堀出身で、幕末江戸の絵師・鈴
す ず

木
き

鵞
が

湖
こ

、父は 

明治期の版画家・日本画家、石井
い し い

鼎
て い

湖
こ

です。柏亭は『鵞
が

湖
こ

及
および

鼎
て い

湖
こ

』

(1919 年)という本で祖父と父の画家としての業績をまとめました。 

 《雉子
き じ

》は洋画家である柏亭には珍しい日本画の作品で、祖父や 

父からの影響がみられます。 

 磯田長秋は大正・昭和時代の日本画家です。1922（大正 11）年か

ら現在の船橋市本町に住み、意
お

富
お

比
ひ

神
じ ん

社
じ ゃ

（船橋大神宮）にも作品を

残しました。彼は、日本の歴史風俗を研究し、豊臣秀吉の花見の様子

を描いた《醍醐乃
だ い ご の

花見
は な み

》のような「歴史画」を多く描きました。 

 

 「清川コレクション」は船橋で医業を営んできた清川家三代にわたって収集された 184 点の美術品

や文化財のコレクションです。椿貞雄の作品をはじめ、千葉や船橋を中心に活躍した日本画家の作品、

書、医療器具や生活用具などがあります。これらは、明治から昭和にわたる郷土の芸術文化や地域の

歴史、人々の暮らしを伝えるものです。 

石井
い し い

柏亭
は く て い

（1882-1958） 

磯田
い そ だ

長秋
ち ょ う し ゅ う

（1880-1947） 

石
い し

井
い

林
り ん

響
き ょ う

（1884-1930） 

石井
い し い

柏亭
は く て い

《雉子
き じ

》制作年不詳、絹本
け ん ぽ ん

着色
ちゃくし ょく

、

144.0×42.0、 船橋市（清川コレクション） 

磯田
い そ だ

長秋
ちょうしゅう

《醍醐乃
だ い ご の

花見
は な み

》1937（昭和 12）年、絹本
け ん ぽ ん

着色
ちゃくしょく

、

132.0×36.0、船橋市（清川コレクション） 

石
いし

井
い

林
りん

響
きょう

《秋林双鹿》1925（大正 14）年、紙
し

本
ほん

金
きん

地
じ

墨
ぼく

画
が

淡
たん

彩
さい

 六曲
ろくきょく

一双
いっそう

、各 163.5×345.0、船橋市（清川コレクション） 

 石井林響は千葉県出身の日本画家です。磯田長秋とも親交がありました。《秋林双鹿》は清川家が注

文して制作された作品であることが、画面右に書かれた文章や屏風
び ょ う ぶ

の縁に刻まれた清川家の家紋から

わかります。 
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作品名：                         

船橋市所蔵作品 特集①「椿貞雄と清川コレクション」 

クロスワードパズル 

タテのカギ  2 椿の出身地「○○○○○（東北地方）」 

 4 武者小路実篤の弔辞から 

｢船橋市の人は君を○○○○くれるであらう」 

 5 所蔵作品展メインの画家「○○○さだお」 

  6 椿が活躍した時代｢大正から○○○○｣ 

 7 船橋小学校に飾られていた椿の代表作「○○○○」 

【難問】ちらしには載っていません 

 8 椿が師事した画家「○○○劉生」 

 

ヨコのカギ  1 椿が作ったポスター「○○○○○○場」 

 3 椿と親交があった「武者小路○○○○」 

 7 椿のお孫さんのバイオリニスト「○○○彩子」 

 8 椿を支えた「○○○○家」 

9 椿が長く暮らした「○○○○市」 

ホームページ 

 
Facebook 

 

船橋市民ギャラリー 
 

https://www.f-bunspo.or.jp/gallery/ 

 


